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国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

１３０号
2021年３月16日

◉
解
雇
撤
回
・
団
交
開
催
行
政
訴
訟

　

４
月
16
日
11
時　

東
京
地
裁
５
２
７
法
廷

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
闘
い
の
舞
台
と
な
っ
て
い

る
東
京
地
裁
に
対
し
て
２
月
、
署
名

３
７
３
６
筆
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
１
０
４
７
名
闘
争
が
継
続
し
、
な

認
を
迫
っ
た
４
党
合
意
や
２
０
１
０

年
の
政
治
和
解
な
ど
、
執
拗
に
繰
り

返
さ
れ
た
闘
争
破
壊
、
和
解
策
動
を

打
ち
破
っ
て
、
つ
い
に
「
国
鉄
改
革

の
真
実
」
を
暴
き
出
し
、
不
採
用
基

東
京
地
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

４
０
２
０
筆（
21
年
３
月
15
日
）

　
動
労
千
葉
は
３
月
12
～
14
日
、
木

更
津
運
輸
区
・
鴨
川
運
輸
区
・
佐
倉

運
輸
区
・
千
葉
運
輸
区
に
勤
務
す
る

本
線
運
転
士
が
、
ワ
ン
マ
ン
運
転
拡

大
の
中
止
と
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
の
撤
廃
を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を

決
行
し
た
。

　
13
日
の
ダ
イ
改
で
内
房
線
、
外
房

線
、
鹿
島
線
に
ワ
ン
マ
ン
運
転
が
拡

大
さ
れ
る
。
２
月
の
ジ
ョ
ブ
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
多
く
の
運
転
士
・

車
掌
が
希
望
と
関
係
な
く
駅
に
配
転

さ
れ
た
。無
理
に
人
を
減
ら
す
一
方
、

管
理
者
の
乗
務
、
運
転
士
・
車
掌
の

混
み
運
用
が
拡
大
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
の
改
悪
乗
務
員
勤
務

制
度
と
今
回
の
ワ
ン
マ
ン
運
転
拡
大

に
よ
る
大
幅
な
行
路
見
直
し
に
よ
り

乗
務
員
の
拘
束
時
間
が
拡
大
し
、
長

距
離
乗
務
、
泊
行
路
の
出
退
勤
時
間

の
悪
化
な
ど
運
転
士
へ
の
負
担
が

い
っ
そ
う
増
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

内
房
・
外
房
線
と
も
に
千
葉
へ
の
直

通
列
車
が
現
在
の
３
分
の
１
へ
と
大

幅
に
削
減
さ
れ
た
。

　
地
方
切
り
捨
て
に
等
し
い
ワ
ン
マ

ン
化
に
対
し
、
署
名
な
ど
力
強
い
運

動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
館
山
市
内
で

３
月
13
日
、
ス
ト
貫
徹
！
動
労
千
葉

総
決
起
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。
動
労

千
葉
の
組
合
員
や
Ｏ
Ｂ
だ
け
で
な

く
、
地
元
の
住
民
や
支
援
が
多
数
集

ま
り
、
約
１
３
０
人
の
盛
況
な
ス
ト

集
会
と
な
っ
た
。

　
司
会
の
繁
澤
副
委
員
長
が
「
館
山

運
転
区
廃
止
反
対
闘
争
以
来
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら

闘
っ
て
き
た
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
関
委
員
長
は
、
動
労
千
葉
が
48
時

間
の
ス
ト
に
突
入
し
た
こ
と
を
宣

言
。
地
域
の
闘
い
と
団
結
し
て
地
方

切
り
捨
て
の
Ｊ
Ｒ
と
対
決
す
る
出
発

点
に
す
る
と
し
て
、
ワ
ン
マ
ン
運
転

拡
大
や
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と

の
闘
い
の
決
意
を
語
っ
た
。
さ
ら
に

検
修
・
構
内
業
務
の
外
注
化
の
破
綻

に
つ
い
て
「
外
注
化
を
撤
回
し
、
Ｊ

Ｒ
直
営
に
戻
す
以
外
な
い
」
と
闘
い

の
方
向
を
示
し
、
70
歳
ま
で
の
雇
用

確
保
や
Ｃ
Ｔ
Ｓ
春
闘
な
ど
様
々
な
闘

い
の
方
針
を
提
起
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
石
井
敏
宏
・
館
山
市

議
、
外
房
線
と
地
域
を
守
る
会
、
動

労
千
葉
を
支
援
す
る
会
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
地
元
か
ら
松
苗
禮
子
さ
ん

に
よ
る
腹
話
術「
ワ
ン
マ
ン
が
来
た
」

で
は
、
車
掌
が
い
な
け
れ
ば
子
ど
も

た
ち
の
電
車
ご
っ
こ
も
成
り
立
た
な

　
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
は
２
月
に
小

冊
子
『
入
門
国
鉄
闘
争
／
勝
利
ま
で

あ
と
一
歩
！
』
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
英
サ
ッ
チ
ャ
ー
、
米
レ
ー
ガ
ン
に

象
徴
さ
れ
る
世
界
の
動
き
と
軌
を
一

に
し
て
始
ま
っ
た
日
本
に
お
け
る
新

自
由
主
義
攻
撃
の
天
王
山
と
し
て
強

行
さ
れ
た
国
鉄
分
割
・
民
営
化
問
題

に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
焦
点
を
合
わ

せ
、
世
界
的
に
み
て
も
例
の
な
い
30

数
年
に
渡
る
反
自
由
主
義
闘
争
と
し

て
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争

が
闘
わ
れ
て
き
た
意
義
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
労
に
国
鉄
改
革
法
の
承

動
労
千
葉
が
48
時
間
ス
ト
突
入

館
山
市
内
で
住
民
と
共
に
総
決
起
集
会

全国で署名集めよう
動労千葉を先頭に各地で春闘スト

う
実
践
す
る
の
か
」
と
い
う
苦
闘
と

前
進
の
手
ご
た
え
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　
港
合
同
の
中
村
吉
政
委
員
長
は

「
経
営
の
意
に
沿
わ
な
い
労
働
組
合

に
加
盟
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
解

雇
さ
れ
る
。
こ
れ
と
国
鉄
闘
争
は
闘

い
続
け
て
き
た
。
闘
わ
な
い
と
私
た

ち
労
働
者
の
未
来
は
な
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
の

武
谷
新
吾
書
記
次
長
は
「
弾
圧
に
対

し
て
組
織
拡
大
と
現
場
行
動
で
決
着

を
つ
け
て
い
く
。
つ
ぶ
さ
れ
て
も
つ

ぶ
さ
れ
て
も
組
合
を
つ
く
る
。
来
年

３
月
に
は
、
関
西
で
も
大
き
な
集
会

を
」
と
発
言
。

　
大
阪
市
職
員
労
働
組
合
の
赤
田
由

行
さ
ん
、
日
教
組
奈
良
市
の
有
田
委

員
長
、
関
西
合
同
労
組
の
黒
瀬
博
匡

委
員
長
、
八
尾
北
医
療
セ
ン
タ
ー
労

働
組
合
の
藤
木
好
枝
委
員
長
の
発
言

に
続
き
、高
槻
医
療
福
祉
労
組
は「
医

療
労
働
者
の
使
い
捨
て
を
許
さ
な

い
。
声
を
あ
げ
た
い
」
と
し
て
ス
ト

ラ
イ
キ
権
を
77
・
１
％
の
賛
成
で
確

立
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
全

お
か
つ
大
い
に
展
望
を
持
っ
て
闘
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
全
国
の
人
び
と
に

伝
え
る
こ
と
は
国
鉄
闘
争
を
闘
う
者

が
闘
わ
れ
て
い
る
現

局
面
を
「
勝
利
ま
で

あ
と
一
歩
！
」
と
し

て
、
長
年
に
わ
た
り

国
鉄
闘
争
に
心
を
寄

せ
て
き
た
全
国
の
人

び
と
に
再
度
の
支
援

と
連
帯
を
訴
え
る
内

　
関
西
国
鉄
集
会
が
２
月
16
日
、
国

鉄
闘
争
全
国
運
動
・
関
西
の
主
催
で

行
わ
れ
、約
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
基
調
を
動
労
西
日
本
の
山
田
和
広

書
記
長
が
提
起
。
動
労
西
日
本
は
昨

年
３
月
、
34
歳
の
菅
内
太
朗
組
合
員

を
過
労
死
で
Ｊ
Ｒ
西
日
本
メ
ン
テ
ッ

ク
に
奪
わ
れ
ま
し
た
。
大
阪
府
労
働

委
員
会
に
不
当
労
働
行
為
を
申
し
立

学
連
は
「
労
働

者
が
労
働
組
合

の
復
権
を
か
け

て
闘
う
よ
う
に

学
生
は
全
学
自

治
会
の
復
権
を

か
け
て
闘
う
」

と
宣
言
し
た
。

　
港
合
同
の
木

下
浩
平
執
行
委

員
が
ま
と
め
を

行
い
、
団
結
が

ん
ば
ろ
う
三
唱

を
し
ま
し
た
。

い
と
の
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
批
判
に

皆
が
う
な
ず
い
た
。

　
ス
ト
に
突
入
し
た
各
支
部
か
ら
の

報
告
で
は
「
ワ
ン
マ
ン
化
に
唯
一
反

対
し
て
い
る
労
働
組
合
と
地
域
」（
千

葉
運
転
区
支
部
長
）
な
ど
、
闘
う
労

働
組
合
の
誇
り
に
満
ち
た
決
意
表
明

が
続
い
た
。

の
使
命
で
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
、
署
名
を
地
域
・
職
場
で
集
め

る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。

て
る
と
と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
階
級

的
労
働
運
動
路
線
で
闘
う
決
意
を
提

起
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
月
25
日

の
春
闘
ス
ト
、
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
で
の
過

労
死
弾
劾
街
宣
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
本
社

前
行
動
、
4
月
24
日
の
尼
崎
事
故
弾

劾
闘
争
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
登
壇
し
た
各
組
合
の
発
言
は
「
階

級
的
労
働
運
動
を
自
分
の
職
場
で
ど

準
の
策
定
が
不
当
労
働
行
為
で
あ
る

こ
と
を
認
め
さ
せ
た
２
０
１
５
年
の

最
高
裁
決
定
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
対
し
て
解
雇
撤
回
―
採
用
を
求

め
る
労
働
委
員
会
―
東
京
地
裁
闘
争

　
外
注
化
粉
砕
の
闘
い

に
つ
い
て
、
幕
張
支
部

の
山
田
支
部
長
は
プ
ロ

パ
ー
社
員
が
将
来
の
展

望
を
描
け
な
い
外
注
化

の
現
実
を
断
罪
し
「
つ

い
に
外
注
化
の
破
綻
が

明
ら
か
に
な
っ
た
」
と

闘
い
の
決
意
を
示
し

た
。
Ｃ
Ｔ
Ｓ
春
闘
や
貨

物
会
社
な
ど
闘
い
の
決

意
が
語
ら
れ
、
関
委
員

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
締
め
く
く
っ
た
。

関
西
で
国
鉄
集
会
を
開
催

階
級
的
労
働
運
動
の
決
意 

新
た
に

『入門 国鉄闘争』発行
１０４７闘争の意義と現局面
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る
。（
動
労
千
葉
・
関
道
利
委
員
長
、

川
崎
昌
浩
書
記
長
、
田
中
前
委
員

長
、
山
田
護
幕
張
支
部
長
、
北
村

武
執
行
委
員
、関
和
幸
執
行
委
員
）

　

１
０
４
７
名
闘
争

8
国
鉄
闘
争
は
現
在
、
分
割
・
民
営

化
以
来
の
大
合
理
化
を
め
ぐ
る
決

戦
に
入
っ
た
。
国
鉄
闘
争
自
身
を

再
構
築
す
る
構
え
で
分
割
・
民
営

化
に
決
着
を
つ
け
る
闘
い
に
入

る
。
Ｊ
Ｒ
ー
Ｃ
Ｔ
Ｓ
を
貫
く
本
格

的
組
織
拡
大
へ
闘
う
。（
動
労
千

葉
・
関
道
利
委
員
長
、
川
崎
昌
浩

書
記
長
、
田
中
前
委
員
長
、
山
田

幕
張
支
部
長
、
北
村
執
行
委
員
、

関
執
行
委
員
）

　

署
名
運
動

9
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
自
身
の
直
接

的
課
題
と
し
て
、
１
０
４
７
名
解

雇
撤
回
の
実
現
へ
新
パ
ン
フ
を
活

用
し
署
名
運
動
を
拡
大
し
よ
う
。

１
０
４
７
名
闘
争
は
、
国
家
的
不

当
労
働
行
為
の
真
実
を
暴
き
、「
勝

利
ま
で
あ
と
一
歩
」
ま
で
来
た
。

署
名
拡
大
の
展
望
は
あ
る
。

　
　
４
・
９
で
い
っ
た
ん
「
敵
対
的
」

関
係
に
な
っ
た
労
組
も
、
共
謀
罪

や
関
生
弾
圧
へ
の
危
機
感
か
ら
署

名
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
。
署
名

拡
大
の
物
質
的
基
礎
に
な
る
の
は

動
労
千
葉
物
販
。
物
販
運
動
の
蓄

積
に
自
信
を
持
と
う
。（
動
労
千

葉
顧
問
弁
護
団
・
葉
山
兵
夫
弁
護

士
、
金
元
重
さ
ん
、
新
潟
・
阿
部

啓
輔
さ
ん
）

　
―
―
２
・
14
集
会
で
出
さ
れ
た
以

上
の
よ
う
な
提
起
、
問
題
意
識
を
一

層
深
め
、
労
働
運
動
の
再
生
と
国
鉄

闘
争
の
勝
利
に
向
け
て
何
が
必
要

か
、
７
月
の
国
鉄
集
会
に
向
け
て
さ

ら
に
討
論
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ス
ト
ラ
イ
キ

5
ス
ト
を
や
ろ
う
と
提
起
す
れ
ば

ど
の
職
場
で
も
躊
躇
が
生
ま
れ

る
。
こ
う
言
え
ば
い
い
と
い
う
ハ

ウ
ツ
ー
は
な
い
。
仕
方
が
な
い
と

い
う
あ
き
ら
め
に
対
し
、「
仕
方

が
な
い
こ
と
は
な
い
、
立
ち
上
が

る
以
外
に
な
い
」
と
本
気
に
な
っ

て
訴
え
る
以
外
に
な
い
。
ス
ト
ラ

イ
キ
を
や
っ
て
組
合
員
は
変
わ
っ

た
。
し
か
し
ス
ト
後
の
反
動
と
の

闘
い
は
や
は
り
大
変
。
ど
こ
ま
で

も
労
働
者
を
信
じ
闘
う
。（
二
和

病
院
労
組
・
飯
田
江
美
委
員
長
）

　

業
種
別
の
組
織
化

6
業
種
別
・
職
種
別
な
ま
と
ま
り
で

小
さ
く
て
も
ま
ず
労
組
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
が
必
要
。
仮
に
つ
ぶ
さ

れ
て
も
火
種
を
残
す
こ
と
に
意
味

が
あ
る
。
労
組
を
立
ち
上
げ
た

ら
、
そ
の
業
種
の
労
働
者
全
体
を

組
織
す
る
観
点
で
ア
ピ
ー
ル
を
発

す
る
。
至
る
所
で
こ
う
し
た
組
織

を
つ
く
る
た
め
全
員
が
オ
ル
ガ
ナ

イ
ザ
ー
に
。（
木
下
武
男
さ
ん
）

　

動
労
千
葉
の
経
験

7
階
級
的
労
働
運
動
を
取
り
戻
す
た

め
に
は
国
鉄
闘
争
が
基
軸
に
な

る
。
資
本
・
国
家
権
力
の
側
も
Ｊ

Ｒ
で
労
働
組
合
を
つ
ぶ
す
こ
と
に

戦
略
的
重
心
を
置
い
て
い
る
。

　
　
動
労
千
葉
の
組
合
員
一
人
ひ
と

り
が
自
ら
決
断
し
首
を
か
け
て
分

割
・
民
営
化
反
対
の
ス
ト
ラ
イ
キ

を
闘
っ
た
経
験
、
非
正
規
職
を
生

み
出
す
新
自
由
主
義
の
中
心
的
攻

撃
で
あ
っ
た
外
注
化
と
闘
い
、
そ

れ
を
破
産
に
追
い
込
ん
で
い
る
こ

と
、
地
域
と
結
ん
で
の
ロ
ー
カ
ル

線
切
り
捨
て
反
対
の
闘
い
な
ど

は
、
こ
の
時
代
の
労
働
運
動
を
構

想
す
る
上
で
重
大
な
教
訓
に
な

動
の
再
生
へ
い
よ
い
よ
本
格
的
に
乗

り
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
新
自
由

主
義
が
社
会
を
破
壊
し
、
そ
の
現
実

が
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
赤
裸
々
に
暴
か

れ
た
今
、
労
働
運
動
の
再
生
は
喫
緊

の
課
題
で
す
。

　
こ
の
中
で
２
・
14
国
鉄
集
会
は
、

階
級
的
労
働
運
動
の
復
権
に
向
け
て

何
が
必
要
な
の
か
を
、
あ
ら
た
め
て

自
ら
に
問
い
、
社
会
全
体
に
明
ら
か

に
す
る
も
の
と
し
て
開
か
れ
ま
し

た
。「
勝
利
ま
で
あ
と
一
歩
」
の
と

こ
ろ
ま
で
き
た
１
０
４
７
名
解
雇
撤

回
の
闘
い
も
、
労
働
運
動
全
体
の
再

生
と
結
び
つ
い
て
こ
そ
、「
あ
と
一

歩
」
を
踏
破
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
２
・
14
集
会
で
の
各
氏
の
発
言
を

通
し
て
示
さ
れ
た
問
題
意
識
、
検
討

課
題
は
何
だ
っ
た
の
か
を
、
事
務
局

で
議
論
し
た
こ
と
を
以
下
に
整
理
し

自
ら
の
労
働
条
件
の
問
題
だ
け
で

な
く
、
現
場
に
い
な
い
と
わ
か
ら

な
い
労
働
者
の
見
地
か
ら
医
療
が

崩
壊
し
て
い
る
と
い
う
大
問
題
を

提
起
し
た
。（
伊
藤
晃
さ
ん
）

　

時
代
認
識

2
時
代
認
識
を
鮮
明
に
さ
せ
る
。
関

西
生
コ
ン
支
部
弾
圧
と
Ｊ
Ｒ
で
の

「
労
組
な
き
社
会
」
づ
く
り
の
攻

撃
を
、
時
代
の
転
機
と
し
て
見
据

え
る
こ
と
が
必
要
だ
。
支
配
集
団

は
、
こ
れ
ま
で
労
働
組
合
の
権
利

と
し
て
認
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を

一
つ
ひ
と
つ
破
壊
し
に
か
か
っ
て

い
る
。（
関
生
支
部
・
武
谷
新
吾

書
記
次
長
、
動
労
千
葉
・
田
中
康

宏
前
委
員
長
、
伊
藤
晃
さ
ん
）

　

労
働
者
の
連
帯

3
企
業
別
労
働
組
合
運
動
の
機
能
が

極
小
化
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
労

働
条
件
が
個
人
処
遇
に
な
り
、
一

人
ひ
と
り
の
労
働
者
の
受
難
が
自

己
責
任
と
さ
れ
て
、
労
働
組
合
の

か
か
わ
る
事
項
で
は
な
い
と
さ
れ

て
き
た
か
ら
だ
。
労
働
組
合
再
生

の
た
め
に
は
、「
個
人
の
受
難
」

へ
の
労
働
者
の
連
帯
的
関
与
が
必

要
だ
。（
熊
沢
誠
さ
ん
）

　

直
接
的
行
動

4
労
働
運
動
で
も
政
治
運
動
で
も
、

非
暴
力
だ
が
直
接
的
行
動
を
模
索

す
べ
き
だ
。
労
働
運
動
な
ら
ス
ト

ラ
イ
キ
。
正
義
な
く
し
て
平
穏
な

し
。
秩
序
紊
乱
（
び
ん
ら
ん
）
を

含
み
込
ん
だ
行
動
が
人
び
と
の
心

を
動
か
す
。（
熊
沢
誠
さ
ん
）

向
」
か
ら
「
転
籍
」
と
い
う
形
で
「
整

理
解
雇
」
に
さ
れ
か
ね
な
い
。
移
管

さ
れ
た
業
務
は
低
賃
金
の
非
正
規

職
、
最
低
限
の
人
員
で
や
ら
さ
れ
る

の
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
一
時
帰
休
は
Ｊ
Ｒ

連
合
・
西
労
組
―
労
使
一
体
の
御
用

労
組
と
の
協
定
と
い
う
形
で
進
め
ら

れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
現
場
で

は
、
契
約
社
員
制
度
の
廃
止
や
「
改

札
遠
隔
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
（
改
札

無
人
化
）
も
進
め
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
現
場
労
働
者
の

生
活
・
命
を
な
ん
だ
と
思
っ
て
い
る

の
か
。
口
で
は
「
緊
急
事
態
」
を
語

り
な
が
ら
、
感
染
対
策
よ
り
合
理
化

を
優
先
す
る
な
ど
絶
対
に
許
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
会
社
は
、「
大
赤

字
だ
！
　
会
社
が
存
続
で
き
な
い
」

と
現
場
を
黙
ら
せ
、「
７
０
０
億
円

の
コ
ス
ト
削
減
」を
強
行
し
て
い
り
。

コ
ロ
ナ
禍
さ
え
「
千
載
一
遇
の
チ
ャ

ン
ス
」
と
し
て
、
攻
撃
を
行
お
う
と

し
て
い
る
の
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
３
月
ダ
イ
改
・

一
時
帰
休
、
終
電
繰
り
上
げ
な
ど
、

す
べ
て
の
合
理
化
を
た
だ
ち
に
中
止

せ
よ
！
　
動
労
西
日
本
は
、
３
月
ダ

イ
改
―
大
合
理
化
に
反
対
し
て
、
21

春
闘
を
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
闘
う
。

　
動
労
西
日
本
は
２
月
25
日
、「
一

時
帰
休
反
対
！
３
・
13
ダ
イ
ヤ
改
悪

＝
大
合
理
化
反
対
！
ロ
ー
カ
ル
線
廃

止
許
す
な
！
」
を
掲
げ
、
山
陽
本
線

五
日
市
駅
（
広
島
市
）
を
拠
点
に
ス

ト
ラ
イ
キ
を
闘
っ
た
。

　
大
江
委
員
長
が
12
時
30
分
か
ら
16

時
45
分
ま
で
の
時
限
ス
ト
ラ
イ
キ
、

岡
崎
副
委
員
長
が
一
時
帰
休
を
打
ち

破
り
ス
ト
ラ
イ
キ
に
決
起
し
た
。

　
山
田
書
記
長
の
司
会
で
ス
ト
ラ
イ

キ
突
入
集
会
を
開
始
。
大
江
委
員
長

と
岡
崎
副
委
員
長
は
、
国
鉄
分
割
・

民
営
化
以
来
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
大
合

一
時
帰
休
・
ダ
イ
改
合
理
化
反
対

五
日
市
駅
を
拠
点
に
ス
ト

　
２
月
14
日
に
東
京
・
四
谷
区
民

ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
国
鉄
集
会
は
、

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
と
と
も
に

「
労
働
運
動
の
変
革
」
と
い
う
大
き

な
テ
ー
マ
を
掲
げ
ま
し
た
。「
労
働

運
動
の
変
革
」
と
は
、
総
じ
て
言
え

ば
「
階
級
的
な
も
の
を
ど
う
取
り
戻

す
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
以
来
、
日
本

の
労
働
運
動
は
後
退
に
次
ぐ
後
退
を

強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
国
鉄
闘
争
は
、
そ
の
流
れ
に
立
ち

は
だ
か
り
、
階
級
的
労
働
運
動
を
守

り
抜
く
拠
点
と
し
て
存
在
し
続
け
て

き
ま
し
た
。

　
国
鉄
闘
争
を
軸
に
形
成
さ
れ
た
関

西
生
コ
ン
支
部
、
全
国
金
属
機
械
港

合
同
、動
労
千
葉
の
３
労
組
共
闘
は
、

労
組
交
流
セ
ン
タ
ー
総
会
で
３
労
組

か
ら
共
同
代
表
を
選
出
し
、
労
働
運

て
み
ま
し
た
。

　

新
自
由
主
義

1
新
自
由
主
義
に
よ
っ
て

社
会
に
も
た
ら
さ
れ
た

問
題
に
労
働
運
動
は
ほ

と
ん
ど
対
応
で
き
て
い

な
い
。
地
域
・
社
会
の

課
題
を
自
ら
の
課
題
と

し
て
取
り
上
げ
る
こ
と

に
労
働
運
動
再
生
の
展

望
が
あ
る
。

　
　
動
労
千
葉
の
ワ
ン
マ

ン
運
転
導
入
反
対
の
闘

い
は
、
地
域
の
視
点
と

労
働
運
動
の
視
点
を
突

き
合
わ
せ
て
進
ん
で
い

る
。
船
橋
二
和
病
院
労

組
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、

理
化
攻
撃
を
弾
劾
し
、
資
本
主

義
を
倒
さ
な
く
て
は
労
働
者
の

未
来
は
な
い
、
ス
ト
ラ
イ
キ
で

共
に
闘
お
う
と
呼
び
か
け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
１
月
、
線
路

保
守
管
理
担
当
者
を
含
め
た

２
万
７
５
０
０
人
、
１
日
千
人

規
模
の
一
時
帰
休
を
強
行
し
、

３
月
13
日
の
ダ
イ
ヤ
改
定
で

は
、
終
電
繰
り
上
げ
実
施
を
発

表
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
一
時
帰
休

は
、
昨
年
５
～
６
月
に
続
き
２

回
目
だ
。
な
し
崩
し
に
何
回
も

続
け
て
、
一
時
帰
休
か
ら
休
業

へ
、さ
ら
に
多
く
の
職
場
が〝
コ

ス
ト
カ
ッ
ト
〟
の
た
め
に
廃
止

が
企
図
さ
れ
て
い
る
。
業
務
は

子
会
社
に
移
さ
れ
、要
員
は「
出

動労西日本

ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
反
対
！

運
輸
区
前
で
宣
伝
活
動

　
動
労
千
葉
と
支
援
す
る
会
は
連
日
、

ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
反
対
の
運
輸
区

前
宣
伝
行
動
を
行
っ
て
い
る
。
佐
倉
運
輸

区
・
津
田
沼
運
輸
区
・
千
葉
運
輸
区
で
支

部
長
ら
が
マ
イ
ク
を
日
切
り
、
職
場
の
青

年
労
働
者
に
向
か
っ
て
「
会
社
は
労
働
者

の
団
結
を
恐
れ
て
い
る
。
皆
が
闘
う
労
働

組
合
の
旗
の
も
と
に
結
集
し
、
団
結
し
て

闘
う
な
ら
必
ず
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

は
粉
砕
で
き
る
」
と
訴
え
た
。

〝
階
級
的
な
も
の
を
ど
う
取
り
戻
す
か
〟

労
働
運
動
変
革
へ
２
・
14
国
鉄
集
会
で
の
問
題
提
起


